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２００５世界物理年信越講演会開催要領

１　趣　旨　

2005年はアインシュタインが三大論文を発表した年から100年目に当たり世界中であらゆる物理科学に関する催しが開催される。この機会に、日本の物理科学研究の第一人者を、日頃このような講演を聞く機会の少ない地方にお招きし、次世代を担う中学、高校生を対象に、身をもって経験された研究の苦悩と喜びを語っていただき、若者に感動と刺激を与えることを目的に開催するものである。

２　テーマ　「信越地域の中学・高校生に物理学研究の感動を」

３　講　師　東京大学特別栄誉教授、2002年ノーベル物理学賞受賞　小柴昌俊 先生

カリフォルニア大学サンタバーバラ校教授　中村修二 先生

４　主　催　２００５世界物理年信越講演会組織委員会

５　共　催　栄村、栄村教育委員会、飯山市教育委員会、津南町教育委員会

６　後　援　日本物理学会、サイエンスEネット

７　日　時　平成17(2005)年7月29日(金)　午前9時から午後2時30分まで

８　場　所　長野県下水内郡栄村大字北信3433　電話：0269-87-3111

　　　　　　栄村文化会館ホール

９　対　象　栄村、飯山市、津南町の中学高校生250人程度　

参加費：無料

10　日　程　

(1)受付　　　午前9時から午前9時30分まで

(2)開会　　　午前9時30分

(3)あいさつ　午前9時30分から午前9時４0分まで

(4)講演　　　午前9時40分から午前10時25分まで

　「青色発光ダイオード研究開発の苦悩と感動－なにが大切か－」中村修二 教授

(5)休憩　　　午前10時25分から午前10時30分まで

(6)実験　　　午前10時30分から午前11時10分まで

　　発光ダイオードとはどのようなものか　中村修二 教授

　　信州大学教育学部川村助教授ほか指導

(7)質疑応答　午前11時10分から午前11時25分まで

(8)昼食休憩　午前11時25分から午後1時まで

(9)午後受付　午後12時30分から午後1時まで

(10)午後開会　午後1時

(11)あいさつ　午後1時から午後1時10分まで

(12)講演　　　午後1時10分から午後2時10分まで

　「ニュートリノ」小柴昌俊 教授

(13)質疑応答　午後2時10分から午後2時30分まで

(14)閉会　　　午後2時30分

　

11　その他　①会場までの交通は各自で手配

　　　　　　②昼食は各自で用意

※参考（組織委員会）

顧　問　　　小宮山　淳（信州大学長）
顧　問　　　和達　三樹（東京大学理学部教授　日本物理学会会長　
2005世界物理年委員会委員長）
顧　問　　　高橋　彦芳（栄村長）
委員長　　　久保　謙一（東京都立大学名誉教授　栄村名誉研究員
2005世界物理年委員会委員）
委員長補佐　矢部　正之（信州大学医学部教授）
委　員　　　土屋　良海（新潟大学理学部教授　日本物理学会新潟支部委員長）
委　員　　　清水　長雄（飯山市教育委員会教育長）
委　員　　　根津　　紘（津南町教育委員会教育長）
委　員　　　関沢　栄市（栄村教育委員会教育長）
委　員　　　小野澤信之（栄中学校長）
事務局　　　宮川　幹雄（栄村教育委員会事務局次長）

〒389-2792　長野県下水内郡栄村北信3433


栄村教育委員会事務局　生涯学習班長　保坂


TEL　0269-87-3111(321)　FAX　0269-87-1025


Ｅmail　�HYPERLINK "mailto:syougai@vill.sakae.nagano.jp"��syougai@vill.sakae.nagano.jp�


栄村役場産業建設課　地産商品開発班長　上倉


TEL　0269-87-3111(142)　FAX　0269-87-3083
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